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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中心導体及び外部導体を有する複数のケーブル状信号伝送部材が連結されるプラグコネ
クタが、配線基板の主面に実装されるリセプタクルコネクタに嵌合される構成を備えたも
のであって、
　前記プラグコネクタは、前記各ケーブル状信号伝送部材の中心導体に接続されて前記ケ
ーブル状信号伝送部材の延在方向に延在する導電性のプラグコンタクトと、そのプラグコ
ンタクトが複数体にわたって配列された絶縁性のプラグハウジングと、前記プラグハウジ
ングに装着されて前記複数のケーブル状信号伝送部材の外部導体に接続される導電性のプ
ラグシェルと、を備えているとともに、
  前記リセプタクルコネクタは、前記プラグコネクタが嵌合された状態で、前記プラグコ
ンタクトのそれぞれに接続される導電性の複数のリセコンタクトと、それら複数のリセコ
ンタクトが配列される絶縁性のリセハウジングと、前記リセハウジングに配置され、前記
プラグコネクタが嵌合された際に、前記プラグシェルに対して挟持する状態で接触する導
電性のリセシェルと、を備えたケーブル用電気コネクタ装置において、
  前記プラグシェルは、前記延在方向において予め定められた距離を隔てて設けられた一
対のプラグ側遮蔽部材を有し、それら一対のプラグ側遮蔽部材の間部分に前記プラグコン
タクトのそれぞれが配置されているとともに、
  前記リセシェルは、前記延在方向に予め定められた距離を隔てて設けられた一対のリセ
側遮断部材を有し、それら一対のリセ側遮蔽部材の間部分に前記リセコンタクトのそれぞ
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れが配置され、
  前記プラグコネクタとリセプタクルコネクタとが嵌合された状態において、前記一対の
プラグ側遮蔽部材のうちの一方と前記一対のリセ側遮蔽部材のうちの一方とが対向配置さ
れて、一組の二重遮蔽壁部が構成されているとともに、前記一対のプラグ側遮蔽部材のう
ちの他方と前記一対のリセ側遮蔽部材のうちの他方とが対向配置されて、他の一組の二重
遮蔽壁部が構成され、
　前記一組の二重遮蔽壁部と、前記他の一組の二重遮蔽壁部とは、前記延在方向に予め定
められた距離を隔てて一対をなす状態に配置され、当該一対をなす二重遮蔽壁部同士の間
部分に、前記プラグコンタクト及びリセコンタクトが配置されるものであって、
　前記リセシェルは、前記一対のリセ側遮断部材を前記延在方向に掛け渡す一対のリセ側
遮断接続部材を備え、それら一対のリセ側遮断部材及び一対のリセ側遮断接続部材により
前記リセシェルが枠状体から構成され、
　前記リセシェルを構成する前記枠状体は、前記複数のリセコンタクトを前記嵌合の方向
に略同一の高さで囲んだ状態に延在しているとともに、
　前記プラグシェルは、前記一対のプラグ側遮断部材を前記延在方向に掛け渡す一対のプ
ラグ側遮断接続部材を備え、それら一対のプラグ側遮断部材及び一対のプラグ側遮断接続
部材により前記プラグシェルが枠状体から構成され、
　前記プラグシェルを構成する前記枠状体は、前記複数のプラグコンタクトを前記嵌合の
方向に略同一の高さで囲んだ状態に延在していることを特徴とするケーブル用電気コネク
タ装置。
【請求項２】
  前記リセコンタクトが、前記プラグコンタクトとの接触部分から前記延在方向に延出す
る自由端部を有する一方、
  前記リセハウジングは、前記一対のリセ側遮断部材及び一対のリセ側遮断接続部材に囲
まれた状態に配置されているとともに、
  前記リセハウジングに、前記リセハウジングを前記配線基板の主面と直交する方向に貫
通した窓が設けられたものであって、
  前記窓の開口部が、前記リセコンタクトの自由端部に対面した状態に配置されているこ
とを特徴とする請求項１記載のケーブル用電気コネクタ装置。
【請求項３】
  前記プラグシェル及びリセシェルは、少なくとも嵌合時に接触する部分が、金属部材か
ら構成されていることを特徴とする請求項１記載のケーブル用電気コネクタ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーブル状の信号伝送部材（以後、「ケーブル状信号伝送部材」と称す）が
連結されたプラグコネクタを、配線基板に実装されたリセプタクルコネクタに嵌合させる
構成を備えたケーブル用電気コネクタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、種々の電気機器において信号の伝送を行うにあたって、細線同軸ケーブル等の
ケーブル状信号伝送部材をプラグコネクタに連結するとともに、配線基板の主面上にリセ
プタクルコネクタを実装し、そのリセプタクルコネクタに対してプラグコネクタを嵌合さ
せることで電気的な接続を行うようにしたケーブル用電気コネクタ装置が広く採用されて
いる。このような電気コネクタ装置では、両コネクタ同士の嵌合時に、双方のコンタクト
部材の接点部が接触状態となって信号の伝送が行われる。
【０００３】
　一方、上述したように両コネクタが嵌合された際に、伝送信号の電磁遮蔽が行われるよ
うにした構成が従来からしばしば採用されている。すなわち、その電磁遮蔽構造は、両コ
ネクタに設けられた導電性シェル同士が、嵌合時に複数箇所で互いに接触状態になされ、
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それらの導電性シェルの接触部分が、コンタクト部材を含む信号伝送経路を覆うことによ
って、信号伝送経路から放射される電磁波の外部伝搬を抑制するようにしたものである。
【０００４】
　しかしながら、従来のケーブル用電気コネクタ装置に設けられた電磁遮蔽構造において
は、例えばリセコンタクトの先端部分が、枠状体をなす導電性のリセシェルの外方に突出
しており、電気コネクタ装置の外方にリセコンタクトの一部が露出した状態になされてい
る。このような構成では、ケーブル用電気コネクタ装置として十分な電磁遮蔽作用が得ら
れないことが考えられる。また、伝送信号の高周波化が顕著に進められている近年では、
高周波信号に対する電磁遮蔽特性（ＥＭＩ特性）を更に向上させることが要請されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１５７３６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで本発明は、簡易な構成で、伝送信号に関する電磁遮蔽を嵌合状態において容易か
つ十分に行わせることができるようにしたケーブル用電気コネクタ装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため請求項１にかかる発明では、中心導体及び外部導体を有する複
数のケーブル状信号伝送部材が連結されるプラグコネクタが、配線基板の主面に実装され
るリセプタクルコネクタに嵌合される構成を備えたものであって、前記プラグコネクタは
、前記各ケーブル状信号伝送部材の中心導体に接続されて前記ケーブル状信号伝送部材の
延在方向に延在する導電性のプラグコンタクトと、そのプラグコンタクトが複数体にわた
って配列された絶縁性のプラグハウジングと、前記プラグハウジングに装着されて前記複
数のケーブル状信号伝送部材の外部導体に接続される導電性のプラグシェルと、を備えて
いるとともに、前記リセプタクルコネクタは、前記プラグコネクタが嵌合された状態で、
前記プラグコンタクトのそれぞれに接続される導電性の複数のリセコンタクトと、それら
複数のリセコンタクトが配列される絶縁性のリセハウジングと、前記リセハウジングに配
置され、前記プラグコネクタが嵌合された際に、前記プラグシェルに対して挟持する状態
で接触する導電性のリセシェルと、を備えたケーブル用電気コネクタ装置において、前記
プラグシェルは、前記延在方向において予め定められた距離を隔てて設けられた一対のプ
ラグ側遮蔽部材を有し、それら一対のプラグ側遮蔽部材の間部分に前記プラグコンタクト
のそれぞれが配置されているとともに、前記リセシェルは、前記延在方向に予め定められ
た距離を隔てて設けられた一対のリセ側遮断部材を有し、それら一対のリセ側遮蔽部材の
間部分に前記リセコンタクトのそれぞれが配置され、前記プラグコネクタとリセプタクル
コネクタとが嵌合された状態において、前記一対のプラグ側遮蔽部材のうちの一方と前記
一対のリセ側遮蔽部材のうちの一方とが対向配置されて、一組の二重遮蔽壁部が構成され
ているとともに、前記一対のプラグ側遮蔽部材のうちの他方と前記一対のリセ側遮蔽部材
のうちの他方とが対向配置されて、他の一組の二重遮蔽壁部が構成され、前記一組の二重
遮蔽壁部と、前記他の一組の二重遮蔽壁部とは、前記延在方向に予め定められた距離を隔
てて一対をなす状態に配置され、当該一対をなす二重遮蔽壁部同士の間部分に、前記プラ
グコンタクト及びリセコンタクトが配置されるものであって、前記リセシェルは、前記一
対のリセ側遮断部材を前記延在方向に掛け渡す一対のリセ側遮断接続部材を備え、それら
一対のリセ側遮断部材及び一対のリセ側遮断接続部材により前記リセシェルが枠状体から
構成され、前記リセシェルを構成する前記枠状体は、前記複数のリセコンタクトを前記嵌
合の方向に略同一の高さで囲んだ状態に延在しているとともに、前記プラグシェルは、前
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記一対のプラグ側遮断部材を前記延在方向に掛け渡す一対のプラグ側遮断接続部材を備え
、それら一対のプラグ側遮断部材及び一対のプラグ側遮断接続部材により前記プラグシェ
ルが枠状体から構成され、前記プラグシェルを構成する前記枠状体は、前記複数のプラグ
コンタクトを前記嵌合の方向に略同一の高さで囲んだ状態に延在する構成が採用されてい
る。
【０００８】
　このような構成を備えた本発明によれば、リセプタクルコネクタに対してプラグコネク
タが嵌合された際に、プラグシェルの一部とリセシェルの一部とからなる一対の二重遮蔽
壁部同士の間部分に、プラグコンタクト及びリセコンタクトが配置されることから、伝送
信号に対して良好な電磁遮蔽作用が得られ、高周波伝送においても十分なＥＭＩ対策が可
能となる。
　特に、リセ側遮断部材とリセ側遮断接続部材とにより形成された枠状体によって、プラ
グコンタクト及びリセコンタクトが外方から略同一の高さで取り囲まれた状態になされる
ことから、電磁遮蔽作用がさらに高められるとともに、プラグ側遮断部材とプラグ側遮断
接続部材とにより形成された枠状体によって、プラグコンタクト及びリセコンタクトが外
方から取り囲まれた状態になされることから、電磁遮蔽作用がさらに高められることとな
る。
【００１３】
  さらに、本発明においては、前記リセコンタクトが、前記プラグコンタクトとの接触部
分から前記延在方向に延出する自由端部を有する一方、前記リセハウジングは、前記一対
のリセ側遮断部材及び一対のリセ側遮断接続部材に囲まれた状態に配置されているととも
に、前記リセハウジングに、前記リセハウジングを前記配線基板の主面と直交する方向に
貫通した窓が設けられたものであって、前記窓の開口部が、前記リセコンタクトの自由端
部に対面した状態に配置されていることが望ましい。
 
【００１４】
　このような構成を備えた本発明によれば、リセハウジングに設けられた窓を通して、プ
ラグシェルとリセシェルとからなる二重遮蔽壁部同士の間部分に配置されたプラグコンタ
クト及びリセコンタクトの配線基板に対する接続状態が容易かつ確実に確認される。
【００１５】
　また、本発明における前記プラグシェル及びリセシェルは、少なくとも嵌合時に接触す
る部分が、金属部材から構成されていることが望ましい。
【００１６】
　このような構成を備えた本発明によれば、リセプタクルコネクタに対するプラグコネク
タの嵌合操作が、プラグシェルとリセシェルとの金属部材同士の接触によって容易かつ安
定的に行われる。
【発明の効果】
【００１７】
  以上述べたように本発明にかかるケーブル用電気コネクタ装置は、ケーブル状信号伝送
部材の内部導体及び外部導体に接続されるプラグシェル及びリセシェルに、ケーブル状信
号伝送部材の延在方向において予め定められた距離を隔てて一対のプラグ側遮蔽部材及び
リセ側遮断部材を設け、プラグコネクタとリセプタクルコネクタとが嵌合された状態にお
いて、一対のプラグ側遮蔽部材及びリセ側遮蔽部材の組からなる一対の二重遮蔽壁部をケ
ーブル状信号伝送部材の延在方向に予め定められた距離を隔てて対向配置し、それら一対
の二重遮蔽壁部同士の間部分にプラグコンタクト及びリセコンタクトを配置する一方、リ
セシェル及びプラグシェルの双方を、リセコンタクト及びプラグコンタクトを略同一の高
さで囲む枠状体としたことで、伝送信号に対して良好な電磁遮蔽作用を得るように構成し
たものであるから、簡易な構成で、伝送信号に関する電磁遮蔽を嵌合状態において容易か
つ十分に行わせることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態にかかる電気コネクタ装置において、同軸ケーブルを連結し
たプラグコネクタを、リセプタクルコネクタの上方から嵌合しようとする状態を表した外
観斜視説明図である。
【図２】図１に示された電気コネクタ装置の平面説明図である。
【図３】図１及び図２に示された電気コネクタ装置の正面説明図である。
【図４】図１～図３に示された電気コネクタ装置の側面説明図である。
【図５】図３中のV－V線に沿った拡大横断面説明図である。
【図６】図１～図５に示された電気コネクタ装置を構成しているプラグコネクタの外観斜
視説明図である。
【図７】図６に示されたプラグコネクタの正面説明図である。
【図８】図６及び図７に示されたプラグコネクタの側面説明図である。
【図９】図６～図８に示されたプラグコネクタの底面説明図である。
【図１０】図７中のX－X線に沿った拡大横断面説明図である。
【図１１】図６～図１０に示されたプラグコネクタに用いられているプラグシェルの単体
を表した外観斜視説明図である。
【図１２】図１～図５に示された電気コネクタ装置を構成しているリセプタクルコネクタ
の外観斜視説明図である。
【図１３】図１２に示されたリセプタクルコネクタ平面説明図である。
【図１４】図１２及び図１３に示されたリセプタクルコネクタの正面説明図である。
【図１５】図１２～図１４に示されたリセプタクルコネクタの側面説明図である。
【図１６】図１２～図１５に示されたリセプタクルコネクタの底面説明図である。
【図１７】図１４中のXVII－XVII線に沿った拡大横断面説明図である。
【図１８】図１２～図１７に示されたリセプタクルコネクタに用いられているリセシェル
の単体を表した外観斜視説明図である。
【図１９】図１２～図１７に示されたリセプタクルコネクタに用いられている絶縁性のリ
セハウジングの単体を表した外観斜視説明図である。
【図２０】図１９に示されたリセハウジングの平面説明図である。
【図２１】本発明の他の実施形態にかかるリセハウジングの単体を表した平面説明図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、ケーブル状信号伝送部材としての複数本の細線同軸ケーブルを用いたケーブル用
電気コネクタ装置に本発明を適用した場合の実施形態に関する説明を図面に基づいて詳細
に行う。
【００２０】
[ケーブル用電気コネクタ装置の全体構造について]
　まず、図１～図５に示された本発明の一実施形態にかかるケーブル用電気コネクタ装置
は、細線同軸ケーブル（ケーブル状信号伝送部材）ＳＣの端末部分が連結されたプラグコ
ネクタ１と、印刷配線基板（図示省略）の主面に実装されたリセプタクルコネクタ２と、
からなる垂直嵌合型コネクタ装置を構成するものであって、リセプタクルコネクタ２の直
上に配置されたプラグコネクタ１が、図示を省略した印刷配線基板の主面と略直交する図
３～図５の下方側に向かって下降されることによって、前記リセプタクルコネクタ２に設
けられた凹み状の嵌合凹部にプラグコネクタ１に設けられた凸状の嵌合凸部が差し込まれ
るようにして両コネクタ１，２同士の嵌合が行われるようになっている。
【００２１】
　なお、以下においては、印刷配線基板の主面が「水平方向」に延在しているものとする
。また、その印刷配線基板の主面と直交する方向を「上下方向」とし、プラグコネクタ１
を差し込む方向を「下方向」、それとは反対の抜き出す方向を「上方向」とする。
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【００２２】
　上述したプラグコネクタ１及びリセプタクルコネクタ２は、平面視において細長状の略
長方形状になされており、一対の長手側端縁部と一対の短手側端縁部とを有している。そ
して、プラグコネクタ１が有している一対の長手側端縁部のうちの一方側の端縁部（図２
の上側端縁部）に、多極状に並列するように配列された複数本の細線同軸ケーブルＳＣの
端末部分が連結されている。
【００２３】
　以下においては、細線同軸ケーブルＳＣの端末部分が延在している方向を「前後方向」
とし、当該細線同軸ケーブルＳＣの端末部分が連結される側の長手側端縁部を「後端縁部
」、それに対向している反対側の他方の長手側端縁部を「前端縁部」と呼ぶこととする。
さらに、それらプラグコネクタ１の「後端縁部」及び「前端縁部」に対応するリセプタク
ルコネクタ２の各端縁部についても、同様に「後端縁部」及び「前端縁部」と呼ぶことと
し、また、それらの「後端縁部」及び「前端縁部」に各々向かう方向を「後方向」及び「
前方向」とする。さらに、プラグコネクタ１及びリセプタクルコネクタ２の長手方向を、
単に「長手方向」又は「多極配列方向」と呼ぶ。
【００２４】
[細線同軸ケーブルについて]
　上述した細線同軸ケーブルＳＣのそれぞれにおける端末部分には、図６～図１０にも示
されているように、被覆材が皮剥きされることによってケーブル中心導体（信号線）ＳＣ
ａ及びケーブル外部導体（シールド線）ＳＣｂが同軸状をなすように露出されており、当
該細線同軸ケーブルＳＣの中心軸線に沿うようにして配置されたケーブル中心導体ＳＣａ
が、プラグコネクタ１に設けられた後述の各プラグコンタクト１２のそれぞれに半田付け
される。このプラグコネクタ１の各プラグコンタクト１２は、リセプタクルコネクタ２に
設けられた後述のリセコンタクト２２に接触し、それにより信号回路が構成されるように
なっている。
【００２５】
　また、細線同軸ケーブルＳＣのケーブル外部導体ＳＣｂは、上記ケーブル中心導体ＳＣ
ａと絶縁された状態で外周側を取り囲むように配置されており、グランド部材を構成して
いる上部グランドバーＧＵと下部グランドバーＧＤとの間において当該ケーブル外部導体
ＳＣｂが上下に挟持される配置関係になされている。
それらの上部グランドバーＧＵ及び下部グランドバーＧＤは、多極配列方向に沿って長尺
状に延在する細長の帯板状部材から形成されており、半田付けやカシメや圧接等によりケ
ーブル外部導体ＳＣｂに接続された状態で、後述するプラグコネクタ１のプラグシェル１
３に接触し、それにより接地用のグランド回路が構成されるようになっている。
【００２６】
[絶縁ハウジング及びコンタクト部材について]
　一方、上述したプラグコネクタ１及びリセプタクルコネクタ２は、細長板状をなす絶縁
性部材からなるプラグハウジング１１及びリセハウジング２１をそれぞれ備えており、そ
れらのプラグハウジング１１及びリセハウジング２１には、長手方向に沿って多数のプラ
グコンタクト１２及びリセコンタクト２２が適宜のピッチ間隔で多極状をなすように配列
されている。これらの多数のプラグコンタクト１２及びリセコンタクト２２は、信号伝送
用のシグナルコンタクトを構成しており、上述した細線同軸ケーブルＳＣのケーブル中心
導体ＳＣａの端末部分が半田付けされるようになっている。なお、これら複数のプラグコ
ンタクト１２及びリセコンタクト２２のうちの一部を、接地用のグランドコンタクト（シ
ールドコンタクト）とすることも可能である。
【００２７】
　上述した複数体のプラグコンタクト１２及びリセコンタクト２２は、それぞれ信号回路
又はグランド回路を構成するものであるが、プラグハウジング１１及びリセハウジング２
１に対しては、例えばインサート成形によって埋設された状態にて配置されている。この
プラグコネクタ１に取り付けられた複数体のプラグコンタクト１２は、略同一の形状をな
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すように形成されているとともに、リセプタクルコネクタ２に取り付けられたリセコンタ
クト２２も、同様に略同一の形状をなすように形成されている。
【００２８】
　より具体的に説明すると、特に図５及び図６に示されているように、プラグコネクタ１
側に設けられたプラグコンタクト１２は、略水平方向に延在する導体接続部１２ａを備え
ているとともに、その導体接続部１２ａの後端部（図５及び図６の右端部）から略直角下
方（嵌合方向）に向かって折れ曲がって延出する嵌合接続部１２ｂを有している。このう
ち導体接続部１２ａは、プラグハウジング１１の「前後方向」における略中央部分に載置
されており、上述した細線同軸ケーブルＳＣのケーブル中心導体ＳＣａが上方側から当接
されて、例えば半田付けにより接合される。このときの複数体のケーブル中心導体ＳＣａ
とプラグコンタクト１２の半田接合は一括的に行うことが可能である。
【００２９】
　一方、当該プラグコンタクト１２の嵌合接続部１２ｂにおいては、上下方向の途中位置
に信号接点が設けられており、プラグコネクタ１がリセプタクルコネクタ２に嵌合された
ときに、そのプラグコンタクト１２の信号接点に対して、後述するリセプタクルコネクタ
２のリセコンタクト２２に設けられた信号接点凸部２２ｃが接触状態となり、それらの両
接点部の接触によって信号回路が構成されるようになっている。
【００３０】
　このようなプラグコネクタ１に設けられたプラグコンタクト１２に対して、リセプタク
ルコネクタ２側のリセコンタクト２２は、図１２～図１７にも示されているように、側面
視において略Ｓ状をなすように折り曲げ形成された弾性接続部２２ａを有しているととも
に、その弾性接続部２２ａの前端部（図５及び図１７の左端部）からは、略水平に延在す
る基板接続部２２ｂが、ケーブル状信号伝送部材としての細線同軸ケーブルＳＣの延在方
向である「前後方向」に延びている。この基板接続部２２ｂは、リセコンタクト２２にお
ける前方側（図５及び図１７の左端側）において自由端部を構成するものであるが、その
自由端部を構成している基板接続部２２ｂは、印刷配線基板の主面上に設けられた信号導
電路（図示省略）に対して半田付けで接合されることで電気的な接続が行われ、それによ
って信号回路が構成されるようになっている。
【００３１】
　ここで、リセハウジング２１には、特に図１９及び図２０に示されているように、上述
したリセコンタクト２２の自由端部を構成している基板接続部２２ｂを目視可能とする窓
２１ａが、各々のリセコンタクト２２ごとに複数体にわたって形成されている。それら複
数体の窓２１ａは、「長手方向（多極配列方向）」に並列された状態に配置されており、
各窓２１ａが、印刷配線基板の主面と直交する「上下方向」に貫通する平面略矩形状の貫
通穴から形成されている。そして、それらの各窓２１ａの開口部が、リセコンタクト２２
の自由端部である基板接続部２２ｂに対して上方から臨むように配置されていることによ
って、当該窓２１ａを通して基板接続部２２ｂの印刷配線基板に対する接続状態が、上方
から目視で確認されるようになっている。
【００３２】
　さらに、上述したリセコンタクト２２の弾性接続部２２ａは、リセハウジング２１にお
ける「前後方向」の略中央部分に配置されており、当該弾性接続部２２ａの後端側（図５
及び図１７の右端側）には、さらに後方側（図５及び図１７の右方側）に向かって略「く
」の字状に突出する信号接点凸部２２ｃが設けられている。このリセコンタクト２２に設
けられた信号接点凸部２２ｃは、プラグコネクタ１がリセプタクルコネクタ２に嵌合され
たときに、前述したプラグコネクタ１側のプラグコンタクト１２に設けられた信号接点部
に対して、後方側（図５及び図１７の右方側）に向かって略水平方向に弾性的に圧接され
た状態で接続され、それにより信号回路が構成されるようになっている。
【００３３】
[プラグシェルについて]
　一方、プラグコネクタ１の外方部分を構成するように装着された金属板状部材からなる
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プラグシェル１３は、例えば図６に示すように、前述したプラグハウジング１１の上面側
部分を覆う上部プラグシェル１３ａと、プラグハウジング１１の外周表面部分を覆う下部
プラグシェル１３ｂとから構成されている。このプラグコネクタ１のプラグシェル１３は
、グランド回路の一部を構成するものであって、下部プラグシェル１３ｂが圧入により固
定されたプラグハウジング１１の上面に対して、前述した両グランドバー（グランド部材
）ＧＵ，ＧＤに半田接合された細線同軸ケーブルＳＣが載置され、さらにその細線同軸ケ
ーブルＳＣの上方から上部プラグシェル１３ａが被せられるようにして装着される。この
ようなプラグシェル１３が装着されることによって、プラグハウジング１１の外表面のう
ち、リセプタクルコネクタ２が嵌合される部分を除くほぼ全体がプラグシェル１３により
覆われた状態になされる。
【００３４】
　このとき、特に図１１に示されているように、上述したプラグシェル１３の上部プラグ
シェル１３ａには、「長手方向（多極配列方向）」の両端側部分に固定片１３ｃが下方に
突出するように折り曲げ形成されており、それらの固定片１３ｃが、下部プラグシェル１
３ｂの長手方向における両側部分に設けられた係止部１３ｄに対して弾性的に係合され、
それによって上部プラグシェル１３ａと下部プラグシェル１３ｂとが、長手方向の両端側
部分で固定状態になされている。
【００３５】
　さらに、上述した下部プラグシェル１３ｂの前端面部分には、前方側に突出するように
して複数体の固定片１３ｅが設けられており、それらの各固定片１３ｅが、上部プラグシ
ェル１３ｂの同じく前端面部分に複数体にわたって設けられた係止部１３ｆに対して弾性
的に係合され、それによって上部プラグシェル１３ａと下部プラグシェル１３ｂとが、前
端面部分において固定状態に維持されている。
【００３６】
　このようにしてプラグコネクタ１に装着されたプラグシェル１３の上部プラグシェル１
３ａ及び下部プラグシェル１３ｂにおける各後端部分（図５の右端部分）には、特に図１
１に示されているように、後方側に向かって延出する複数体のグランド接続舌片１３ｇ，
１３ｈが、「長手方向（多極配列方向）」に所定の間隔なして設けられている。それらの
各グランド接続舌片１３ｇ，１３ｈは、片持ちの板バネ状をなすようにして略水平に延在
しており、当該各グランド接続舌片１３ｇ，１３ｈが、上述したようにプラグシェル１３
の装着が行われたときに、上部グランドバーＧＵ及び下部グランドバーＧＤに対して上下
の方向から挟むようにして圧接状態になされ（図５参照）、それによってグランド回路の
一部が構成されるようになっている。
【００３７】
　ここで、前述したプラグシェル１３の下部プラグシェル１３ｂは、平面視において細長
状の略長方形状になされており、同じく平面視において細長状の略長方形状になされたプ
ラグハウジング１１の外周表面部分を覆う枠状体から構成されている。すなわち、この下
部プラグシェル１３ｂは、プラグハウジング１１の外周表面のうちの前端側（図５の左端
側）及び後端側（図５の右端側）を覆う前部外周壁板１３ｉ及び後部外周壁板１３ｊを有
している。また、それらの前部外周壁板１３ｉ及び後部外周壁板１３ｊの長手方向の両端
部同士は、細線同軸ケーブルＳＣの延在方向である「前後方向」に延在する一対の側部外
周壁板１３ｋ，１３ｋにより掛け渡されており（図１１参照）、これら前部外周壁板１３
ｉ、後部外周壁板１３ｊ及び側部外周壁板１３ｋ，１３ｋによって枠状体が形成されてい
る。そして、このような枠状体からなるプラグシェル１３の下部プラグシェル１３ｂは、
リセプタクルコネクタ２に設けられた嵌合凹部の内方側に挿入されるようにして嵌合され
るようになっている。
【００３８】
　ここで、上述したプラグシェル１３の下部プラグシェル１３ｂにおける前後の金属壁部
を構成している前部外周壁板１３ｉ及び後部外周壁板１３ｊは、印刷配線基板の主面に実
装されたリセプタクルコネクタ２にプラグコネクタ１が嵌合された際、印刷配線基板の主
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面から立ち上がるようにして上下方向に延在しており、これらの前部外周壁板１３ｉ及び
後部外周壁板１３ｊが、細線同軸ケーブルＳＣの延在方向である「前後方向」において予
め定められた距離を隔てて配置されている。
【００３９】
[リセシェルについて]
　これに対して、リセコネクタ２の外方部分を構成するように装着された金属板状部材か
らなるリセシェル２３も、グランド回路の一部を構成するものであるが、特に図１８に示
されているように、リセハウジング２１の外周表面部分を覆う平面略長方形状の細長状の
枠状体から構成されている。すなわち、このリセシェル２３は、リセハウジング２１の外
周表面のうちの前端側（図５の左端側）及び後端側（図５の右端側）を覆う前部外周壁板
２３ａ及び後部外周壁板２３ｂを有しているとともに、それらの前部外周壁板２３ａ及び
後部外周壁板２３ｂの長手方向の両端部同士を、細線同軸ケーブルＳＣの延在方向である
「前後方向」に掛け渡す一対の側部外周壁板２３ｃ，２３ｃ（図１２及び図１８参照）を
有している。
【００４０】
　このようなリセプタクルコネクタ２のリセシェル２３における前後の壁部分を構成して
いる前部外周壁板２３ａ及び後部外周壁板２３ｂは、印刷配線基板の主面にリセプタクル
コネクタ２が実装された際、印刷配線基板の主面から立ち上がるようにして上下方向に延
在しており、これらの前部外周壁板２３ａ及び後部外周壁板２３ｂが、細線同軸ケーブル
ＳＣの延在方向である「前後方向」において予め定められた距離を隔てて配置されている
。
【００４１】
　このとき、上述した前部外周壁板２３ａ及び後部外周壁板２３ｂの下端縁部は、印刷配
線基板の主面に沿って延在しているが、当該前部外周壁板２３ａ及び後部外周壁板２３ｂ
の下端縁部には、略水平に延出する複数体の基板接続部２３ｆ，２３ｆ，・・・が、長手
方向に所定の距離を隔てて設けられている（図１３参照）。これらの各基板接続部２３ｆ
は、印刷配線基板の主面上に形成された接地用導電路（図示省略）に対して半田付けで接
合され、それによってシールド回路が構成されるようになっている。
【００４２】
　さらに、上述した前部外周壁板２３ａ及び後部外周壁板２３ｂの各上端縁からは、例え
ば図１７に示すように、プラグコネクタ１に対する嵌合凹部を形成しているコネクタ内方
側に向かって、前部内周壁板２３ｄ及び後部内周壁板２３ｅが一体的に延出している。こ
れらの前部内周壁板２３ｄ及び後部内周壁板２３ｅは、断面略「逆Ｕ字状」をなすように
折れ曲がって下方に延出しており、細線同軸ケーブルＳＣの延在方向である「前後方向」
において予め定められた距離を隔てて配置されている。
【００４３】
　このリセハウジング２１に装着されたリセシェル２３の前部内周壁板２３ｄ及び後部内
周壁板２３ｅには、プラグコネクタ１に対する嵌合凹部を形成しているコネクタ内方側に
向かって突出する複数体のグランド接続舌片２３ｇ，２３ｈが、「長手方向（多極配列方
向）」に所定の間隔をなして設けられている。それらの各グランド接続舌片２３ｇ，２３
ｈは、片持ちの板バネ状をなすように、前部内周壁板２３ｄ及び後部内周壁板２３ｅに対
して傾斜方向に切り起こされた状態に延在している。そして、それらの各グランド接続舌
片２３ｇ，２３ｈは、プラグコネクタ１がリセプタクルコネクタ２に嵌合されたときに、
前述したプラグコネクタ１の下部プラグシェル１３ｂを構成している前部外周壁板１３ｉ
及び後部外周壁板１３ｊの各々に対して、各々前方側及び後方側の各方向から圧接状態で
接触し、それによってグランド回路の一部が構成されるようになっている（図５参照）。
【００４４】
　このように、金属部材からなるプラグシェル１３及びリセシェル２３は、プラグコネク
タ１とリセプタクルコネクタ２との嵌合時に最初に接触する部分となっており、その後に
おける嵌合操作の方向性を規制する嵌合ガイド部材としての機能を有している。
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【００４５】
［二重シールド構造について］
　ここで、前述したようにしてプラグシェル１３に設けられた前部外周壁板１３ｉ及び後
部外周壁板１３ｊは、例えば図１０に示すように、ケーブル状信号伝送部材としての細線
同軸ケーブルＳＣの延在方向である「前後方向」において予め定められた距離を隔てて設
けられた一対のプラグ側遮蔽部材を構成している。そして、それら一対のプラグ側遮蔽部
材１３ｉ，１３ｊの間部分に、前述したプラグコンタクト１２のそれぞれが配置されてい
る。同様に、前述したリセシェル２３に設けられた前部外周壁板２３ａ及び後部外周壁板
２３ｂも、例えば図１７に示すように、ケーブル状信号伝送部材としての細線同軸ケーブ
ルＳＣの延在方向である「前後方向」において予め定められた距離を隔てて設けられた一
対のリセ側遮蔽部材を構成しており、それら一対のリセ側遮蔽部材２３ａ，２３ｂの間部
分に、前述したリセコンタクト２２のそれぞれが配置されている。
【００４６】
　このように、細線同軸ケーブルＳＣの延在方向である「前後方向」に対向配置されたプ
ラグ側遮蔽部材１３ｉ，１３ｊ及びリセ側遮蔽部材２３ａ，２３ｂは、プラグコネクタ１
とリセプタクルコネクタ２とが嵌合された状態において、例えば図５に示すように、上下
方向に向かって略平行に延在しており、プラグコンタクト１２及びリセコンタクト２２の
前方側部分（図５の左方側部分）において、プラグ側遮蔽部材１３ｉとリセ側遮蔽部材２
３ａとの組からなる二重遮蔽壁部が構成されているとともに、プラグコンタクト１２及び
リセコンタクト２２の後方側部分（図５の右方側部分）においては、プラグ側遮蔽部材１
３ｊとリセ側遮蔽部材２３ｂとの組からなる二重遮蔽壁部が構成されている。
【００４７】
　すなわち、これらの二重遮蔽壁部１３ｉ，２３ａ及び１３ｊ，２３ｂは、細線同軸ケー
ブルＳＣの延在方向である「前後方向」に予め定められた距離を隔てて一対のものが配置
された構成になされており、それら一対の二重遮蔽壁部１３ｉ，２３ａ及び１３ｊ，２３
ｂ同士の間部分に、前述したプラグコンタクト１２及びリセコンタクト２２が配置されて
いる。
【００４８】
　このような構成を備えた本実施形態によれば、リセプタクルコネクタ２に対してプラグ
コネクタ１が嵌合された際に、プラグシェル１３の一部とリセシェル２３の一部とにより
構成された二重遮蔽壁部１３ｉ，２３ａ及び１３ｊ，２３ｂ同士の間部分にプラグコンタ
クト１２及びリセコンタクト２２が配置されることとから、伝送信号に対して良好な電磁
遮蔽作用が得られ、高周波伝送においても十分なＥＭＩ対策が可能となる。
【００４９】
　特に、本実施形態においては、例えば図１，５及び図１１に示すように、プラグシェル
１３に設けられたプラグ側遮断部材１３ｉ，１３ｊと一対の側部外周壁板（一対のプラグ
側遮断接続部材）１３ｋ，１３ｋとにより形成された枠状体によって、プラグコンタクト
１２及びリセコンタクト２２が外方から取り囲まれた状態になされているとともに、図１
，５及び図１８に示すように、リセシェル２３に設けられたリセ側遮断部材２３ａ，２３
ｂと一対の側部外周壁板（一対のリセ側遮断接続部材）２３ｃ，２３ｃとにより形成され
た枠状体によって、プラグコンタクト１２及びリセコンタクト２２が外方から取り囲まれ
た状態になされることから、上述した電磁遮蔽作用がさらに高められるようになっている
。
【００５０】
　さらに、本実施形態では、複数体のリセコンタクト２２ごとに、自由端部をなす基板接
続部２２ｂを目視可能とする窓２１ａが形成されていることから、プラグシェル１３とリ
セシェル２３とからなる二重遮蔽壁部１３ｉ，２３ａ及び１３ｊ，２３ｂ同士の間部分に
配置されたリセコンタクト２２の印刷配線基板に対する接続状態が、リセハウジング２１
の窓２１ａを通して容易かつ確実に確認されるようになっている。
【００５１】



(11) JP 6826773 B2 2021.2.10

10

20

30

40

50

　さらにまた、本実施形態におけるプラグシェル１３及びリセシェル２３は、少なくとも
嵌合時に接触する部分が金属部材からなる嵌合ガイド機能を備えていることから、リセプ
タクルコネクタ２に対するプラグコネクタ１の嵌合操作が、プラグシェル１３とリセシェ
ル２３との金属部材同士の接触によって容易かつ安定的に行われる。
【００５２】
　一方、上述した実施形態と同一の部材に対して同一の符号を付した図２１にかかる他の
実施形態においては、リセハウジング２１´に設けられた窓２１ａ´が、上述した実施形
態のようにリセコンタクト２１ごとに設けられておらず、複数体のリセコンタクト２２の
全体に対して細長状に開口するように延在している。このような実施形態においても、上
述した実施形態と同様な作用・効果を奏する。
【００５３】
　以上、本実施形態によってなされた発明を実施形態に基づき具体的に説明したが、本実
施形態は上述した実施形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変形可能であるというのはいうまでもない。
【００５４】
　例えば、上述した実施形態では、垂直嵌合型の電気コネクタに本実施形態を適用したも
のであるが、水平嵌合型の電気コネクタに対しても同様に適用することができる。
【００５５】
　さらにまた本実施形態は、上述した各実施形態のような細線同軸ケーブル用コネクタ装
置に限定されることはなく、細線同軸ケーブルと絶縁ケーブルとが複数混合したタイプの
電気コネクタ装置等についても同様に適用することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　以上のように本実施形態は、各種電気機器に使用される多種多様なケーブル用電気コネ
クタ装置に対して広く適用することが可能である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　プラグコネクタ
　２　リセプタクルコネクタ
　１１　プラグハウジング
　１２　プラグコンタクト
　　１２ａ　導体接続部
　　１２ｂ　嵌合接続部
　１３　プラグシェル
　　１３ａ　上部プラグシェル
　　１３ｂ　下部プラグシェル
　　１３ｃ　固定片
　　１３ｄ　係止部
　　１３ｅ　固定片
　　１３ｆ　係止部
　　１３ｇ，１３ｈ　グランド接続舌片
　　１３ｉ　前部外周壁板（プラグ側遮蔽部材）
　　１３ｊ　後部外周壁板（プラグ側遮蔽部材）
　　１３ｋ　側部外周壁板（プラグ側遮蔽接続部材）
　２１　リセハウジング
　　２１ａ　窓
　２２　リセコンタクト
　　２２ａ　弾性接続部
　　２２ｂ　基板接続部
　　２２ｃ　信号接点凸部



(12) JP 6826773 B2 2021.2.10

10

　２３　リセシェル
　　２３ａ　前部外周壁板（リセ側遮蔽部材）
　　２３ｂ　後部外周壁板（リセ側遮蔽部材）
　　２３ｃ　側部外周壁板（リセ側遮蔽接続部材）
　　２３ｄ　前部内周壁板
　　２３ｅ　後部内周壁板
　　２３ｆ　基板接続部
　　２３ｇ，２３ｈ　グランド接続舌片
　ＳＣ　細線同軸ケーブル（ケーブル状信号伝送媒体）
　　ＳＣａ　ケーブル中心導体（ケーブル中心導体ＳＣａ）
　　ＳＣｂ　ケーブル外部導体（シールド線）
　ＧＵ　上部グランドバー（グランド部材）
　ＧＤ　下部グランドバー（グランド部材）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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